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調査概要

目 的 市民の「協働」に対する考え方やまちづくりへの参加状
況の把握のため（設問は紙でのアンケートと同じ）

調査対象 市HP、市民協働課SNS、チラシ等でアンケート回答へ
の呼びかけを行い、それに対して応じていただいた方
（弘前市外の方も含む）

調査方法 Microsoft Forms 上のアンケートフォームで回答を収集

調査期間 令和5年12月13日（水）から
令和6年3月31日（日）まで

回答者数 44人
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回答者について
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※構成比の合計は小数点第2位を四捨五入しているため、100％にならない場合があります。

人数 構成比(％)

男 17 38.6

女 27 61.4

その他 0 0

合計 44 100

性 別

人数 構成比(％)

10代 16 36.4

20代 3 6.8

30代 5 11.4

40代 8 18.2

50代 5 11.4

60代 5 11.4

70代 2 4.5

80代 0 0.0

合計 44 100

年 代

人数 構成比(％)

市内在住 39 88.6

市外在住 5 11.4

合計 44 100

居住地

※紙のアンケートと異なり、Webアンケートは市民（市内

在住者）に限らずアクセスし、回答可能である。回答者
の傾向を把握するため、この問はWebアンケートのみ設
けている。

市内在住

88.6%

市外在住

11.4%

男

38.6%

女

61.4%

10代

36.4%

20代

6.8%

30代

11.4%

40代

18.2%

50代

11.4%

60代

11.4% 70代

4.5%
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人数 構成比(％)

会社員、公務員、団体職員 15 34.1

自営業 2 4.5

会社役員 0 0.0

専業主婦、家事手伝い 2 4.5

パート、アルバイト 3 6.8

無職 1 2.3

学生 17 38.6

その他 4 9.1

合計 44 100

職 種

人数 構成比(％)

持ち家(一戸建) 32 72.7

持ち家(マンション) 3 6.8

借家(一戸建) 1 2.3

借家(アパート、マンション) 7 15.9

社宅、寮 0 0.0

その他 0 0.0

未回答 1 2.3

合計 44 100

お住まい

人数 構成比(％)

一人暮らし(単身) 5 11.4

夫婦のみ 7 15.9

2世代同居 22 50.0

3世代同居 8 18.2

その他 2 4.5

合計 44 100

家族構成

会社員、公務員、団体

職員

34.1%
自営業

4.5%

専業主婦、家事

手伝い

4.5%

パート、アルバイト

6.8%

無職

2.3%

学生

38.6%

その他

9.1%

一人暮らし(単身)

11.4%

夫婦のみ

15.9%

2世代同居

50.0%

3世代同居

18.2%

その他

4.5%

持ち家(一戸建)

72.7%

持ち家(マン

ション)

6.8%

借家(一戸

建)

2.3%

借家(アパー

ト、マンショ

ン)

15.9%

未回答

2.3%



条例の認知度

問1 「協働」という言葉の意味を知っていましたか。
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回答
年度

R4 R5

知っている
14 16

50.0 36.4

言葉は聞いたことはある
が、内容は知らない

9 16

32.1 36.4

知らない
5 12

17.9 27.3

問2 「弘前市協働によるまちづくり基本条例」が
制定されていることを知っていますか。

※回答比率の合計は小数点第2位を四捨五入しているため、100％にならない場合があります。

知っている

36.4%

内容は知らない

36.4%

知らない

27.3%

知っている

22.7%

知らない

77.3%

回答
年度

R4 R5

知っている
16 10

57.1 22.7

知らない
12 34

42.9 77.3



◆協働という言葉の意味を「知っている」と答えたのは全体の36.4％（紙のアンケートでは11.0％）で、
条例の制定については、「知っている」と回答した人は22.7％（紙のアンケートでは5.2%）となりま
した。まちづくりの情報発信を行っている市民協働課のSNSにもアンケートフォームのリンクを掲載し、
回答を募ったため、普段からまちづくりに関心の高い層の回答者が多くなった可能性があり、紙でのア
ンケートに比べて協働の認知度の数値が高くなりました。
◆まちづくりに関心が薄い人にも、市が進めている協働によるまちづくりの基本理念などを認識しても
らえるよう、市民に届きやすい周知方法を引き続き検討し、実施していくことが必要です。
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【調査結果(問1～3から)】

問3 問2で「1．知っている」と答えた方に
お伺いします。条例の内容を知っていますか。

よく知っている

40.0%

ある程度知っている

30.0%

あまり知らない

30.0%

回答
年度

R4 R5

よく知っている
7 4

43.8 30.3

ある程度知っている
3 3

18.8 30.0

あまり知らない
6 3

37.5 30.0

まったく知らない
0 0

0.0 0.0



市政運営や市の事業への参加について

問4 市政運営や市の事業に参加した（現在、参加しているのも含む）ことはありますか。
（〇はいくつでも）

◆全体の56.8％（紙のアンケートでは75.5%）の人が、市政運営や、市の事業に参加したことがない
という結果となりました。紙のアンケートに比べると参加したことがないという回答の割合が低い結
果となりましたが、引き続き、協働によるまちづくりへの関心を高め、積極的な参加を促す必要があ
ります。

【調査結果(問4から)】

6

13 

6 

4 

0 

1 

0 

25 

市主催のイベントなどの運営側として（ボランティア

としての参加を含む）

市主催の情報交換会（市政懇談会・意見交換会など）

に参加

アイデアポストや市のホームページ、パブリックコメ

ントなどで意見やアイデアを提案

市の附属機関の委員として

市の指定管理や業務委託の相手方として

その他

参加したことはない

0 10 20 30 40 50
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まちづくり（市民活動）への参加について

問5 この1年間で参加したまちづくりはどのような活動ですか。（○はいくつでも）

◆全体の68.2%（紙のアンケートでは54.7%）が、「まちづくりには参加していない」と回答しまし
た。
◆参加しているまちづくりのうち、最も多かったのは「環境関係」「交通安全」「芸術・文化・ス
ポーツ関係」「災害救援」「町会」で、次いで、「医療」の活動となっています。河川清掃や交通安
全など、身近なまちづくりに参加している人が多いと考えられます。

【調査結果(問5から)】

4 

1 

4 

4 

0 

1 

3 

4 

0 

4 

0 

30 

環境美化、環境保全などの環境関係（ゴミ拾

い、河川清掃など）

高齢者や障がい者の支援などの福祉関係

交通安全、防犯、防火など地域の安全関係

（通学時の見守り、消防団活動など）

芸術・文化・スポーツ関係（地区のねぷた参

加、地域スポーツへの参加など）

青少年健全育成関係

子育て支援関係（絵本の読み聞かせ、こども

食堂など）

医療、健康関係（体操教室、健康相談など）

災害救援関係

国際交流関係(通訳ボランティアなど)

町会活動関係(※上記以外のもの)

その他

まちづくりには参加していない

0 10 20 30 40
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問6 参加しているまちづくりの実施主体はどのようなものですか。（○はいくつでも）
※問5でまちづくり参加していると回答した人

問7 あなたが、現在、まちづくりに参加していない理由はなんですか。（○はいくつでも）

◆回答が最も多かったのは「学校やPTA関係」、「NPO法人やボランティア団体など」、「市」で、次
いで「町会活動」となりました。
◆「町会活動」が特に多かった紙アンケートの結果とは異なり、様々な主体のまちづくりに参加してい
る傾向がみられます。

【調査結果(問6から)】

◆回答が最も多かったのは「きっかけや機会がない」で、次いで、「活動に関する情報が得られな
い」「忙しくて時間がない」となりました（紙のアンケートとほぼ同じ傾向）。
◆市内でどのような活動があるのかなどの情報発信を強化し、きっかけや機会を創出することで、更
なるまちづくりへの参加が図られることが予想されます。

【調査結果(問7から)】

4 

5 

1 

5 

2 

5 

0 

0 

町会関係

学校やPTA関係

消防団などの地域組織関係

NPO法人やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体など

有志・仲間の間(サークル活動など)

市

個人的な活動

その他

0 1 2 3 4 5 6

19 

1 

3 

4 

8 

3 

5 

0 

12 

0 

きっかけや機会がない

健康上の理由

活動場所がない

興味・関心がない

忙しくて時間がない

経済的にゆとりがない

一緒に活動する仲間がいない

家族など、周囲の理解が得られない

活動に関する情報が得られない

その他

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20
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問8 あなたは、今後まちづくりに参加したいと思いますか。
(※現在、参加している人も回答)

◆全体の90.9％（紙アンケートでは72.8％）がまちづくりに「ぜひ、参加したい」、「機会があれば
参加したい」と回答しました。

【調査結果(問8から)】

ぜひ、参加したい

47.7%

機会があれば参

加したい

43.2%

参加したくない

6.8%

未回答

2.3%

回答
年度

R4 R5

ぜひ参加したい
7 21

25.0 47.7

機会があれば参加したい
18 19

64.3 43.2

参加したくない
3 3

10.7 6.8

未回答
0 1

0.0 2.3
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まちづくりに対する考えについて

問9 市民等と行政が協働を進めていくことは、より良いまちづくりを進めるうえで
有効な手段になると思いますか。

◆全体の93.1％(紙のアンケートでは83.2％)が「そう思う」、「ある程度そう思う」と回答してお
り、多くの市民が協働することがより良いまちづくりに繋がると考えています。
◆その反面、問4の回答結果が示すように、まちづくりに参加したことがない人も少なくありません。
協働は必要と思いながらも行動を起こせない人が多数いることが想定されるため、一歩を踏み出す
きっかけづくりが必要です。

【調査結果(問9から)】

「そう思う」、 「ある程度そう思う」と回答した人の意見で多かったものなど（抜粋）

◆様々な立場からの意見が必要であるため。

◆市民が一緒に参加しないと本当の意味で満足感は得られない。市民の頑張りも必要で継続して取
り組んで行く必要があるから。

◆一市民がまちづくりの活動を始めるのはハードルが高いと思うので、行政がまちづくりの企画を作る
ことで、市民一丸となって協力しやすい環境ができるのではないかなと思ったから。

◆民間レベルでの個別活動には限界があり様々な団体が連携するために、行政の介入は効果的で
あるから。

問10 問9で、そう思った理由はなんですか。

「あまりそう思わない」、 「まったくそうは思わない」】と回答した人の意見で多かったものなど（抜粋）

※理由の記載がありませんでした。

そう思う

63.6%

ある程度そう思う

29.5%

あまりそうは思わない

2.3%

まったく思わない

2.3%

未回答

2.3%回答
年度

R4 R5

そう思う
18 28

64.3 63.6

ある程度そう思う
8 13

28.6 29.5

あまりそうは思わない
1 1

3.6 2.3

まったく思わない
1 1

3.6 2.3

未回答
0 1

0.0 2.3
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問11 今後、市民等と行政が協働してまちづくりを進めていくためには何が必要だと
思いますか。（○はいくつでも）

◆「お互いの活動に関する情報」「市民等と行政の交流の場」と回答した人がもっとも多くなりまし
た。協働を進めるためには、まずはお互いのことをより深く知り、交流のすることが必要と考えてい
る市民が多いようです。
◆２番目に多かったのが「市民等の意識の向上の機会」であり、次は「まちづくりを支援する制度、
事業など」となりました。市民等一人ひとりの意識を向上するには、まずは研修会や講習会で学ぶこ
とが必要と考えている市民が多いようです。

【調査結果(問11から)】

26 

26 

20 

10 

17 

0 

0 

1 

お互いの活動に関する情報（市民活動、市の

事業(政策)の情報発信など）

市民等と行政の交流の場

市民等の意識の向上の機会（研修会、講習会

の開催など）

市職員の意識の向上の機会（研修会、講習会

の開催など）

まちづくりを支援する行政の制度、事業など

（例：補助金や交付金の交付など）

市民の意見を聞く機会(市政懇談会など)

その他

未回答

0 5 10 15 20 25 30
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弘前市の協働に関する取り組みについて

問12 弘前市が実施している下記の事業について、知っているものすべてに○を付けて
ください。（○はいくつでも）

◆最も認知度が高かった「1％システム」でも全体の26.4％(紙のアンケートでは12.8%)という結果と
なりました。引き続き、採択事業の事例なども併せた情報発信に努め、認知度向上を図る必要があるこ
とがわかりました。

【調査結果(問12から)】

23 

12 

12 

9 

6 

0 

11 

14 

市民参加型まちづくり１％システム支援補助金

弘前リードマン認定・派遣事業

弘前市協働によるまちづくり推進審議会運営

市民活動保険制度

エリア担当制度

市民協働課のFacebookによる情報発信(ページ名：

ひろさき協働まちづくり情報)

ラジオ番組放送「つなげよう市民のチカラ！」

未回答(わかるものがない)

0 5 10 15 20 25
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自由意見（抜粋）

◆生活しているだけで全ての人がまちづくりに関わっていると思いますので、まちづく
りに参加している人、していない人という区別の仕方には違和感を感じます。市民の日
常的な行動を、まちにとってより良い方向へ振り向けるような考え方を、市の側からも
示せれば良いと思います。
◆今まで培ってきたことを大事にする気持ちを持ちながら、活動を続けていきたいと思
います。
◆最近、自然災害が多く、環境問題など心配が多い。まちづくりというと、子どもたち
が遊ぶ場所づくりとか朝市とか、楽しい企画の方に関心が向きがちですが、被災した時
を想定した訓練を市民参加で行うとか、地域で助け合いになる時キーマンになる人たち
の研修とかに取り組んでみてはどうでしょうか。
◆弘前市協働によるまちづくり基本条例などについてまだまだその存在が知られていな
い気がします。


